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(5) (3)で求めた力は 

・中心 O からのずれ|𝑥|に比例し、 

・中心 O の向きに働く 

力であるので、復元力である。 

よって、物体 A は単振動することが分かる。 

 

 

(6) 単振動の周期 𝑇 ＝ 2𝜋√
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惑星表面から中心に達するまでの時間 𝑡1 ＝ 
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また、この単振動はばね定数 
 4 

 3 
 𝜋𝜌𝐺𝑚 のばねによって振幅 𝑅 で単振動するのと同じなの

で、次のように力学的エネルギー保存則を書くことができる。 
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これを解いて 

 𝑣1 ＝ 2𝑅√ 𝜋𝜌𝐺 
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と求められる。 

 


